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       Osaka Suita Saiseikai Hospital        

大阪府済生会吹田病院 

病床数 ：500床（一般） 

 （ICU６床，NICU６床，GCU 10床） 

診療科目 ： 28科目   

職員数 ： 約1,150名 

 （看護部職員約660名） 特徴 ： 

 大阪府がん診療拠点病院指定，  

 地域医療支援病院承認， 

 DPC対象病院， 

 日本医療機能評価機構認定 
  ３rd G：ver1.1  

 ISO 9001/2008年度版認証， 

 卒後臨床研修評価機構認定， 

 エコアクション21 認証,  

 人間ドック健診施設機能評価認定 

看護配置： 7：1 

専門看護師1名･認定看護師14名（10領域）   

 関連施設： 

 特別養護老人ホーム 2,   

 訪問看護ステーション 2,  

   肢体不自由児通園施設 1,  

平均在院日数：11.6日 
平均外来数：1,012人/日 
    （2016年度） 



フットケア回診 
（週1 回） 

特別養護老人ホーム
訪問フットケア   
（2～3 回/月） 

在宅褥瘡訪問（適宜） 

院内外教育 

フットケア外来 
（週1 回） 

ストーマ外来 

（2～3 回/月） 
皮膚科外来： 

褥瘡外来（適宜） 

相談 

皮膚･排泄ケアCN（WOCN）の活動 

高齢者施設等の 
退院後訪問（適宜） 

褥瘡回診（週1 回） 



2014年6月18日 参議院本会議で 

可決･成立だよ～ 

2012年3月5日 特定看護師(仮称)養成 試行事業 実施課程修了   

特定行為実践までの経緯 

2016年3月7日 日本看護協会 特定行為研修修了 



（PICCカテーテル） 

特定行為 及び特定行為区分（38行為21区分） 



医療機関で発揮する専門性は、 
いずれ、地域でも発揮するべき 
ときがくるのではないか･･･ 

なぜ、特定行為研修を受けたのか 

重症化予防・治癒促進 

タイムリーなケアの提供 



超高齢社会 

地域での家族介護基盤の多様化･複雑化 

 独居高齢者 

家族基盤が 
弱体化しても 
在宅へとシフト 

していく 
時代がきている 

独居高齢者 

90歳女性  
静脈性うっ滞潰瘍 

75歳男性 腰部褥瘡 

高齢者世帯（老老介護） 

介護者 

妻80代 

 老老介護（介護者･息子） 

100歳女性 



足底潰瘍で介入してから 

訪問看護の事業所は2度変更 

WOCN 

病院 
Ns 

独居高齢者 在宅 

訪問看護師 

CASE 1: 訪問看護師と一緒に創傷をみる 

70代男性 糖尿病性足底潰瘍 
既往：心不全 静脈機能不全症 

5年前より足底潰瘍の 

軽快悪化を繰り返す 

3年前 右第1趾切断 

2年前 右第2趾切断 
 



医療機関で創傷を 
看るナースが 
地域医療者と一緒に 
創傷を看ること･･･ 

早期発見･早期対処と重症化予防 

2 8 日後 

効果的だろう 

特定行為研修修了者
の在宅訪問･･･ 

在宅で悪化発見 
早期対処 

CASE1: 



『在宅』に出向く 

重症褥瘡の褥瘡ケア 

訪問看護師と家族に褥瘡ケア説明 

糖尿病性足潰瘍のケア 

特定行為研修修了者として 

ＷＯＣＮと訪問看護師が真皮を超える褥瘡保有の療養者を同一日訪問した場合 
        ･･･在宅患者訪問看護・指導料3のハ 1285点 算定可能（1回/月） 



施設看護師･多職種と褥瘡ケア 
施設看護師と褥瘡ケア 

特養B 

特養A 

薬剤師 

理学療法士 医師 

WOCN 
施設Ns 

『高齢者施設』に出向く 特定行為研修修了者として 



CASE2: 特養とのつながりが奏功した褥瘡 

特別養護老人ホーム入所中 

80代 脳梗塞後 
既往：2型糖尿病 

右背部褥瘡3.7×5.3cm 

外来受診1回/月 

当院からの施設訪問1回/2週 

特定行為＆一緒に実践＆根拠など説明 

当院Ns 

施設Ns 
施設Ns 

WOCN 

特養にて 



適宜デブリードマン施行 外用薬変更 

背部重症褥瘡の経過 

一緒にポジショニング 

介入2週目 介入6週目 

介入19週目 介入10週目 

施設
Ns 

WOCN 

施設
Ns 

治癒 

CASE2: 



地域医療≒医療を受けながら疾病とともに生活が送れる 

愛犬と一緒に生活を続けてもらうために 

これもwell-beingです 

心配です 

在宅 

その人らしく生きるということ 
well-being･･･ 



看護師が特定行為をする意味 

“自ら解決する力”を身につける 

今、何をするべきか“判断”する 

今、何が地域で起こっているか“知る” 

看護の関わりの中で well-being を 

支援するための“手段” 

看
護
師
の
特
定
行
為 

在宅療養者（家族）の計り知れない思い 



地域包括ケアシステムを推進できるか 

 安全で安心な特定行為の実践 

 看護･介護等との連携を拡げる 

特定行為制度を知ってもらい、理解を得る 

もっと推進するには（課題） 

つながろう！ 



ご清聴ありがとうございました 


